

















































































































































































































































































































































フランス語の「Je suis un poisson.」に当たると言ったのなら、森有正
氏の頭の中を疑ってみる必要があるだろう。森有正氏は、日本語の「ぼ






















語をゲームで扱おうとして、「This is an apple.」「This is a banana.」とそ
れぞれの絵を見せて、「Which do you like?」と子供たちに問い、子供た












































































































































普通形 山だ。 行く。 大きい。
丁寧形 山です。 行きます。





普通形 山だ。 行く。 大きい。
丁寧形 山です。 行きます。 大きいです。







普通形 山だった。 行った。 大きかった。
丁寧形 山でした。 行きました。 ？大きかったです。
？大きいでした。
？大きかったでした。
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二郎、川本茂雄（1972）「【対談】ことばの世界（下）」『月刊言語』大修館書店
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ドメニコ・ラガナ（1975）『日本語とわたし』文藝春秋
ドメニコ・ラガナ（1988）『これは日本語か』河出書房新社
【補足】
　２０１７年１０月２０日（金）午後９時過ぎ、羽生結弦選手のフィギアスケー
トのショート・プログラムを見るためにテレビのスイッチを入れると、前の選手
の演技が始まったところだった。聞き覚えのあるメロディー、プッチーニ作曲の
オペラ「トスカ」の冒頭でテノールによって歌われる有名なアリア「妙（たえ）
なる調和」の前奏曲だった。そこで私は耳を疑った。実況している男性アナウン
サーが「曲はみょうなるちょうわ」と言ったのだ。思わずチャンネルを確かめた。
19異文化
34
「テレビ朝日」だった。その後気を付けて見ていたが、修正らしきコメントはなかっ
た。本文中で扱った「朝日新聞」の記者といい、今回の「テレビ朝日」といい、
さすがに「アサヒ」は一般常識を弁えず、日本語の知識の怪しい人材の宝庫であ
ると感心した。
